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は　じ　め　に

水稲害虫のヒメトビウンカ Laodelphax striatellus（Fal-

lén）は，イネ縞葉枯ウイルス（Rice stripe virus, RSV）
によって引き起こされるイネ縞葉枯病や，イネ黒すじ萎
縮ウイルス（Rice black streaked dwarf virus, RBSDV）に
よって引き起こされるイネ黒すじ萎縮病を媒介する。近
年，関東，近畿および九州地方の一部の地域でイネ縞葉
枯病の発生面積が増大している。このため，発生予察や
適切な防除対策を実施するうえで，ヒメトビウンカおよ
びイネ縞葉枯病の発生時期と発生量，ヒメトビウンカの
RSV保毒虫率等の調査がこれまで以上に重要になり，
こうした調査を効率的に行うための技術開発が望まれて
いる。
本種の発生量調査法としては，予察灯，黄色水盤，粘
着板による払い落とし法，捕虫網によるすくい取り法，
見取り法等が知られている。しかし，これらの方法は調
査にかかる労力が大きいうえ，発生個体数が少ない時期
は発生を捕捉することも困難である。
本稿では，従来法と比べて簡便にヒメトビウンカの発

生時期を把握する方法として，黄色粘着トラップを用い
た簡易な発生消長調査法ならびに日本植物防疫協会の
JPP―NET（農作物の病害虫防除に関する情報を総合的
に提供する有料の情報提供サービス，URL : http://www.

jppn.ne.jp/）の有効積算温度計算シミュレーションによ
るヒメトビウンカの発生時期を予測する手法について紹
介する。

I　黄色粘着トラップを用いた発生消長調査法

 1 トラップの設置高および設置場所の検討
黄色や青色等の色を用いた粘着トラップは，電源や機
材，薬剤等を必要としないことから，施設野菜などの園

芸作物における微小昆虫などの発生消長調査や大量誘殺
法等に広く用いられている。MATSUKURA et al.（2011）は，
黄色粘着トラップを用いることにより飼料用トウモロコ
シ圃場においてヒメトビウンカを効率的に捕獲可能であ
ることを示した。そこで，水田におけるヒメトビウンカ
の発生消長を簡易に調査する手法の開発を目的として，
黄色粘着トラップの設置高および水田内の設置場所がヒ
メトビウンカの誘殺数に与える影響について検討した。
なお，以下の試験では，茨城県筑西市の水田圃場に，
園芸用の支柱等に縦25.7 cm×横10 cmの黄色粘着板（商
品名　ホリバーイエロー，アリスタライフサイエンス株
式会社製）を垂直に設置したトラップを用いている
（図―1）。
（ 1） トラップの設置高
トラップの設置高がヒメトビウンカの誘殺数に与える

影響を調べるため，黄色粘着板の上辺の高さを地面から
40 cm, 80 cmおよび 120 cmの 3段階に設定し，イネの
生育段階およびヒメトビウンカの発生世代が異なる時期
別に誘殺数を調査した。その結果，黄色粘着トラップに
ヒメトビウンカ成虫が多く誘殺される粘着板の高さはイ
ネの生育段階によって異なり，6月の調査時期における
成虫の 2日間の平均誘殺数は設置高 40 cmで最も多く，
7および8月では設置高80 cmで多く捕獲された（図―2）。
トラップ設置高がヒメトビウンカの誘殺数に与える影

響をより詳細に調査するため，粘着板の上辺の高さをイ
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図－1　黄色粘着トラップの設置状況
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ネの草冠高から－ 40 cm，－ 20 cm，0 cm，＋ 20 cmに
なるよう 4段階に設定し試験を行った。その結果，7, 8

月とも粘着板の上辺をイネの草冠高より 20 cm低く設
置した場合に平均誘殺数が多くなった（図―3）。
以上のことから，黄色粘着トラップにヒメトビウンカ
成虫が多く誘殺される粘着板の高さはイネの生育段階に
よって異なり，イネの生育にあわせて粘着板の高さを調
整する必要があると考えられた。具体的には，イネの移

植直後から草冠高 60 cm程度までは粘着板が水面より
上になるように粘着板の上辺を地面から 40 cmの位置
に，その後はイネの生育に合わせて草冠高より 20 cm

程度低く調整することが適切と考えられた。
なお，黄色粘着トラップに誘殺されたヒメトビウンカ
の大部分が成虫であり，幼虫はほとんど誘殺されなかっ
た。また，いずれの時期においても，雌成虫に比べて雄
成虫の誘殺数が多かった（図―2）。
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図－2　 水田における黄色粘着トラップの設置高とヒメトビウンカ成虫誘殺数
粘着板上辺の高さを設置高とし，粘着板の交換を 2日間隔で 6回実施した．
イネの草冠高は 2013年 6月 2～ 14日は 20～ 30 cm, 7月 16～ 28日は 85～ 105 cm, 8月 8～ 20日は約 120 cm．
各調査期間においてグラフ上の同一英文字でつながる水準は Tukeyの HSD検定による 5％レベルで有意差がないことを示す．
平江・柴（2015）から転載．
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図－3　 水田における黄色粘着トラップの設置高とヒメトビウンカ成虫誘殺数
粘着板上辺の高さを設置高とし，誘殺数は調査期間中の雌雄成虫の合計誘殺数について，3反復の平均値で示した．
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各調査期間においてグラフ上の同一英文字でつながる水準は Tukeyの HSD検定による 5％レベルで有意差がないことを示す．
平江・柴（2015）から転載．
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（ 2） トラップの設置場所
水田内における黄色粘着トラップの設置場所がヒメト
ビウンカ誘殺数に与える影響を調べるため，畦畔からト
ラップまでの距離を変えた試験を行った。その結果，畦
畔から 1 m内側に設置したトラップは，10 mならびに
20 m内側に設置したトラップより誘殺数が少ない傾向
はあったものの，いずれの時期も水田内の設置場所によ
る誘殺数に有意な差は認められなかった（図―4）。この
ことから，発生消長を把握するためのトラップの設置場
所は，畦畔から 1～ 20 mの範囲であれば，ほぼ同じ結
果が得られると考えられた。

 2 黄色粘着トラップにおけるヒメトビウンカ誘殺消
  長とすくい取りによる捕獲消長
黄色粘着トラップを用いてヒメトビウンカの発生消長
の把握が可能か確認するため，水田圃場において黄色粘
着トラップにおけるヒメトビウンカ誘殺消長と，捕虫網
によるすくい取りにおける捕獲消長との比較を行った。
また，水田以外の場所においても本種の発生消長の把握
が可能か検討するため，3月から 10月まで調査水田圃
場近くの畦畔，小麦圃場および雑草地にトラップを設置
し，誘殺数の推移を調査した。なお，トラップは各設置
箇所に間隔を離して 2基ずつ設置した。また，粘着板の
設置高は，畦畔および雑草地では上辺を地面から 40 cm

の高さにし，水田および小麦圃場では作物の生育初期は
上辺を地面から 40 cmに設置し，その後は生育に合わ
せて上辺が草冠高より約 20 cm低くなるよう調整した。
その結果，水田圃場における黄色粘着トラップへのヒ

メトビウンカ成虫誘殺数の推移から，6月上旬，7月中旬，
8月中下旬にピークが認められた（図―5）。また，すく
い取り調査でも，黄色粘着トラップとほぼ同時期に成虫
の捕獲ピークが認められ，よく似た捕獲消長パターンを
示したことから，黄色粘着トラップによりヒメトビウン
カ成虫の発生ピークを把握することが可能であると考え
られた。
イネ縞葉枯病の発生は，ヒメトビウンカ第 1世代成虫

の発生時期と，水田への侵入時期および侵入量，第 2世
代幼虫および第 2世代成虫の発生密度が大きく関与する
（森ら，1968）。特に，イネの感受性が高い生育初期にイ
ネ縞葉枯ウイルスに感染し，その後発病すると枯死によ
り茎数が減少するため（新海，1962；安尾ら，1965），
イネ移植後の 5月下旬から 6月上中旬に媒介虫が侵入す
る時期および侵入量を把握することは非常に重要とな
る。すくい取り調査ではヒメトビウンカ第 1世代成虫の
飛び込み時期の 6月上中旬においてほとんど成虫が捕獲
されなかったのに対し，黄色粘着トラップではこの時期
のピークを把握することが可能であったことから，黄色
粘着トラップによる調査法はヒメトビウンカの水田への
侵入時期の把握に特に有効であると考えられた。
また，黄色粘着トラップでは 3月下旬から 10月中旬

までヒメトビウンカが誘殺され，小麦圃場では 4月中旬
および 6月上旬に，畦畔および雑草地では 8月下旬に成
虫の誘殺ピークを捉えることが可能であったことから
（図―5），黄色粘着トラップは調査地域におけるヒメトビ
ウンカの年間の発生消長を把握できると考えられた。
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II　JPP―NETの有効積算温度計算シミュレーション
　  によるヒメトビウンカの発生時期の予測

ヒメトビウンカ第 1世代成虫の水田侵入時期や次世代
幼虫の水田内での発生時期を予測することができれば，
水田における薬剤防除を計画的に実施することが可能に
なる。また，野外におけるヒメトビウンカの発生時期は，
三角法（坂神・是永，1981）を用いた有効積算温度計算
によって一定の精度で予測可能であると思われる。しか
し，三角法を用いた方法は，計算がやや繁雑であること
から，精度の検証は十分に行われておらず，国内のイネ
縞葉枯病の防除指導において活用される例は少ない。そ
こで，より簡便にヒメトビウンカの発生時期を予測する
ため，日本植物防疫協会の JPP―NET上で作動する有効
積算温度計算シミュレーションが本種の発生時期の予測
に適用可能かどうかを検討した。

 1 有効積算温度計算シミュレーションの具体的な
  手順
有効積算温度計算シミュレーションを用いたヒメトビ
ウンカの発生時期の予測に用いる発育零点，発育上限温
度，発育停止温度，および，産卵から成虫までの有効積
算温度は八谷（1997）の報告に従う。すなわち，発育零
点 11℃，発育上限温度 29℃，発育停止温度 40℃，産卵
～ふ化 110日度，2齢化 150.5日度，3齢化 183.1日度，
4齢化 218.6日度，5齢化 258.3日度，雌羽化 320.0日度
とする。また，産卵前期間は野田（1989）の 54.3日度
を用いる。ヒメトビウンカの多くは 4齢幼虫で越冬する
（村上・鈴木，1971）ことから，1月 1日時点で 4齢と 5

齢の中央点（有効積算温度 238.45日度）で越冬すると
仮定して計算を行う。気象データは毎正時データを使用
し，各世代の切り替わりの際の有効温度のリセットは行
わない。

 2 精度の検証
2013および 2014年に茨城県筑西市で実施した黄色粘
着トラップによる野外調査の結果（平江・柴，2015）か
ら，ヒメトビウンカの越冬世代成虫，第 1世代成虫，第
2世代成虫の 50％誘殺日（総誘殺数の 50％が誘殺され
た日）を求め，野外におけるヒメトビウンカの発生時期
（50％誘殺日は，メディアンのようなものであり，ピー
ク日とは異なるため）の指標とした。同地域でヒメトビ
ウンカ成虫の発生が始まる時期は，越冬世代成虫が 3月
中旬以降，第 1世代成虫が 5月下旬以降，第 2世代成虫
が 7月上旬以降，第 3世代成虫が 8月上旬以降であるこ
と，また，越冬世代，第 1世代，第 2世代成虫の発生時
期は，成虫がほとんど誘殺できなくなる時期を挟んで明
確に区別できることがこれまでの生態学的調査から明ら
かになっている（柴ら，未発表）。このことから，3月
中旬から 4月下旬に小麦圃場で誘殺された個体を越冬世
代成虫，5月下旬からから 6月下旬に水田圃場で誘殺さ
れた個体を第 1世代成虫，7月上旬から 7月下旬に水田
圃場で誘殺された個体を第 2世代成虫とみなして 50％
誘殺日を算出した。
その結果，JPP―NETの有効積算温度計算シミュレー

ションによって得た 7月までのヒメトビウンカの成虫発
生予測日は，2013年は 4月 14日，6月 13日，7月 11

日となった（表―1）。また，2014年の発生予測日は，4
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月 23日，6月 11日，7月 13日となり，黄色粘着トラッ
プへの 50％誘殺日とおおむね一致した（表―1，図―5）。
4月から 7月までの成虫発生実測日と予測日との差は
2013年についてはそれぞれ＋ 3日，－ 1日，0日であり，
2014年については，それぞれ＋ 8日，＋ 3日，－ 4日
であった。
このように，JPP―NETの有効積算温度計算シミュレ
ーションの結果と野外観測データから算出した 50％誘
殺日の差は，2014年の越冬世代成虫を除いて 4日以内
に収まり，よく一致していた。特に水田に飛来する第 1

世代成虫および水田内で発生する第 2世代成虫を高い精
度で予測できた。一方，越冬世代成虫の発生時期につい
ては，2013年に＋ 3日，2014年に＋ 8日のズレが生じ，
同一年の他の世代の予測結果と比較すると実測日との差
が大きくなる傾向が見られた。ヒメトビウンカの越冬幼
虫は植物の地際部で生息するため，日光がよく当たり地
温が上昇しやすい場所では成育が早くなるなど，気温以
外の影響を受けやすいと思われる。このことが，越冬世
代が他の世代と比較してシミュレーション結果と実測日
とで差が生じやすい理由と考えられた。しかしながら，
2014年のように越冬世代成虫の発生予測日と実測日に
差が見られた場合でも，その後の気温上昇によって 1日
当たりの有効温度の積算幅が大きくなるにしたがい，越
冬世代で生じた予測日と実測日のずれは徐々に収束す
る。このため，第 1世代と第 2世代の予測精度は越冬世
代よりも向上すると考えられた。

JPP―NETの有効積算温度計算シミュレーションは，
気象庁がホームページで公表している国内約 1,300箇所
のアメダス観測データから最寄りの観測点のデータを活
用できるため国内ほぼすべての地域で活用可能と考えら
れる。ただし，現在のところ，本シミュレーションによ
るヒメトビウンカの発生時期の予測は，茨城県筑西市の
データによる検証を行ったのみで，全国への適応につい

てはさらなる検証が必要である。各都道府県の病害虫防
除所などにおいては，現地データとの適合性を検証のう
え，ヒメトビウンカの発生時期を予測する方法の一つと
して活用してほしい。

お　わ　り　に

イネ縞葉枯病対策として行うヒメトビウンカの薬剤防
除は，水田に飛来する第 1世代成虫および水田内で発生
する第 2世代の成幼虫を対象に実施すると効果的であ
る。黄色粘着トラップによる調査法は，ヒメトビウンカ
の発生消長を捉える簡易なモニタリング手法として，第
1世代成虫の水田への侵入時期の把握に特に有効である
ことが示された。また，有効積算温度計算シミュレーシ
ョンによって第 1世代成虫および第 2世代成虫の発生時
期を高い精度で予測できることが示された。これらの結
果から，黄色粘着トラップによる調査法および有効積算
温度計算シミュレーションによる発生予測を併用するこ
とで，効率的かつ精度の高い発生状況の把握が可能にな
ると考えられた。
イネ縞葉枯病発生地域における病害虫防除所などで

は，黄色粘着トラップによる調査法および有効積算温度
計算シミュレーションの現地での適合性を検証のうえ，
ヒメトビウンカとイネ縞葉枯病の防除対策に活用してほ
しい。
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表－1　茨城県筑西市におけるヒメトビウンカ成虫の発生時期の予測結果と実測日の比較

2013年 2014年

予測日 a） 実測日 b） 差 予測日 実測日 差

越冬世代成虫 4月 14日 4月 11日 ＋ 3 4月 23日 4月 15日 ＋ 8

第 1世代成虫 6月 13日 6月 14日 － 1 6月 11日 6月 8日 ＋ 3

第 2世代成虫 7月 11日 7月 11日 0 7月 13日 7月 17日 － 4

a）JPP―NETの有効積算温度計算シミュレーションで予測したヒメトビウンカ成虫の発生時期．
b）黄色粘着トラップによる野外観測データから算出したヒメトビウンカ成虫の 50％誘殺日．


